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は
じ
め
に

三
二
年
間
続
い
た
権
威
主
義
体
制
崩
壊
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
地

域
主
義
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
。
一
九
九
八
年
の
体
制
崩

壊
に
伴
う
社
会
秩
序
の
揺
ら
ぎ
を
経
て
民
主
化
・
分
権
化
が
軌
道
に

乗
り
始
め
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
自
治
体
新
設
と
い
う
形

で
地
域
主
義
が
台
頭
し
て
い
る
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
時
代
と
現
在
の

自
治
体
数
を
比
較
し
た
表
１
を
見
る
と
、
日
本
で
県
に
当
た
る
州

（Provinsi

）
も
、
日
本
で
市
町
村
に
当
た
る
県
（K

abupaten

）、

市
（K

ota

）
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
マ
ル
ク
州
か

ら
北
マ
ル
ク
州
の
分
離
や
パ
プ
ア
州
か
ら
西
パ
プ
ア
州
の
分
離
な
ど

の
よ
う
に
、
中
央
政
府
が
積
極
的
に
自
治
体
新
設
を
推
進
し
た
例
も

あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、「
地
域
住
民
」
が
新
自
治
体
の
設

置
を
要
望
し
、
そ
の
た
め
の
運
動
を
中
央
政
府
が
承
認
し
た
結
果
で

あ
る
。
自
治
体
新
設
に
関
す
る
研
究
は
す
で
に
い
く
つ
か
あ
る
の

で
、
本
稿
は
こ
う
し
た
地
域
主
義
が
自
治
体
誕
生
と
い
う
形
で
成
功

し
た
後
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
焦
点
を
当
て
る＊

１

。
本
稿
で
は
図
１
の
よ

う
に
地
域
主
義
を
類
型
化
し
て
時
代
ご
と
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
こ
と
に
し
た
。
横
軸
は
国
家
と
の
関
係
に
対
応
し
て
お
り
、
左

に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
従
属
度
合
い
の
高
い
地
域
主
義
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
、
縦
軸
は
実
質
的
対
象
範
囲
の
広
が
り
に
対
応
し
て
お
り
、

下
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
閉
鎖
系
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 
特
集
―

１   

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
在
―
―
国
民
国
家
の
内
と
外
で

新
政
体
の
誕
生
は
地
域
主
義
の
終
わ
り
を
意
味
し
な
い
。
む
し

ろ
、
新
政
体
樹
立
と
い
う
共
通
目
的
を
失
っ
た
こ
と
で
多
様
な
地
域

主
義
が
台
頭
す
る
と
い
う
点
で
、
地
域
主
義
を
め
ぐ
る
新
た
な
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
が
始
ま
る
の
で
あ
り
、
地
域
主
義
の
内
実
が
真
摯
に
問
わ

れ
る
段
階
に
入
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
バ
ン
テ
ン
州
に
つ
い
て
い

う
と
、
ま
ず
、
権
威
主
義
体
制
期
に
は
従
属
型
地
域
主
義
が
卓
越

し
、
権
威
主
義
体
制
崩
壊
後
に
は
規
定
型
・
開
放
系
地
域
主
義
が
開

花
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ン
テ
ン
の
一
握
り
の
地
方
政
治
経
済
エ
リ
ー

ト
が
新
州
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
り
、
規
定
型
地
域
主
義
が
少
し
ず
つ

開放系

閉鎖系

図 1　地域主義の類型化

従属型 自由型
規定型

州 県・市 州 県・市
8 73 10 140スマトラ島
5 108 6 116ジャワ島
4 42 3 38バリ、ヌサ・トゥンガラ、東チモール
4 30 4 55カリマンタン島
4 40 6 69スラウェシ島
2 18 4 46マルク、イリアン・ジャヤ

27 311 33 464合　計

1998 年 1 月 2007 年末
州 県・市
12 144
6 116
3 38
5 55
7 76
8 49

41 478

2008 年（予定）
州・島

表 1　インドネシアの自治体数の変化（1998 年 1月～2008 年初〔予定〕）

（出所）インドネシア法令集などより筆者作成。
（注）2008 年（予定）の州、県・市の数は、2008 年 1 月に国会審議を通過した新設自治体を含

めたもの。
　　2002 年に東チモールがインドネシアから独立したため、東チモール州および同州内の 13

県が減少した。

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

細
分
化
す
る
地
域
主
義
と
そ
の
後
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

―
―
民
主
化
・
分
権
化
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

岡
本
正
明
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受
益
者
を
増
や
し
つ
つ
優
位
に
立
つ
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
バ
ン
テ
ン
地
方
の
一
部
エ
リ
ー
ト
た
ち
か
ら
は
、
こ
う
し
た

地
方
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
並
立
す
る
、
あ
る
い
は
対
抗
す
る
バ
ン
テ
ン
、

バ
ン
テ
ン
人
の
創
造
が
始
ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
い
う
な
ら
、
規
定

型
・
閉
鎖
系
地
域
主
義
と
再
細
分
化
地
域
主
義
や
対
抗
す
る
開
放
系

地
域
主
義
と
が
せ
め
ぎ
あ
い
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

バ
ン
テ
ン
の
地
域
主
義
を
見
る
前
に
、
ス
ハ
ル
ト
権
威
主
義
体
制

崩
壊
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
社
会
状
況
と
地
域
主
義
の
勃
興
を

振
り
返
る
こ
と
に
す
る
。

Ⅰ　

権
威
主
義
体
制
崩
壊
後
の
揺
ら
ぎ
と
地
域
主
義
の
台
頭

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
政
治

的
混
沌
を
恐
れ
る
ス
ハ
ル
ト
体
制
派
の
一
部
と
反
体
制
派
の
学
生
や

知
識
人
と
が
九
八
年
五
月
に
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
を
辞
任
に
追
い
や
っ

た
。
そ
の
直
前
か
ら
華
人
暴
動
な
ど
で
す
で
に
揺
ら
い
で
い
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
政
治
社
会
秩
序
は
さ
ら
に
揺
ら
い
だ
。
中
央
の
統
制
が

解
除
さ
れ
、
多
様
な
社
会
の
要
求
が
表
面
化
し
て
い
っ
た
。
ス
ハ
ル

ト
体
制
時
代
に
は
国
家
が
飴
（
開
発
の
恩
恵
）
と
鞭
（
国
軍
に
よ
る

物
理
的
強
制
力
）
を
武
器
に
し
て
、
国
家
が
定
義
す
る
正
義
以
外
の

社
会
的
正
義
の
主
張
を
封
殺
し
て
い
た
。
し
か
し
、
秩
序
の
揺
ら
ぎ

が
多
様
な
正
義
の
台
頭
を
可
能
に
し
、ま
た
必
要
と
も
し
た
。
宗
教
、

民
族
、
慣
習
、
さ
ら
に
は
階
級
に
基
づ
く
社
会
的
正
義
の
実
現
要
求

が
強
ま
り
、
複
数
の
価
値
観
を
唱
道
す
る
神
々
の
闘
争
と
妥
協
が
始

ま
っ
た
。
中
央
集
権
制
か
ら
連
邦
制
へ
の
移
行
を
求
め
る
声
が
上
が

り
、
ア
チ
ェ
や
パ
プ
ア
で
は
分
離
独
立
運
動
が
ス
ハ
ル
ト
体
制
期
以

上
に
強
ま
り
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
や
リ
ア
ウ
で
も
分
離
要
求
が
持
ち

上
が
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
の
あ
と
に
就
任
し
た
ハ
ビ
ビ
大
統
領
は
民
主

化
・
分
権
化
を
急
速
に
進
め
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
混
乱
を
政
治
的

に
回
収
し
よ
う
と
試
み
た
。

な
に
よ
り
も
地
域
主
義
勃
興
を
も
た
ら
し
た
の
は
ハ
ビ
ビ
の
分
権

化
改
革
で
あ
っ
た
。
分
権
化
に
よ
り
県
・
市
を
中
心
と
し
た
自
治
体

へ
の
大
幅
な
公
務
員
の
異
動
、
事
務
権
限
の
移
譲
、
天
然
資
源
賦
存

度
の
高
い
自
治
体
を
中
心
と
し
た
予
算
の
大
幅
な
増
大
な
ど
が
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
地
方
か
ら
は
連
邦
制
導
入
を
巡
る
議
論
が
退
潮
し
、

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
や
リ
ア
ウ
か
ら
の
分
離
要
求
も
下
火
と
な
っ
た
。

代
わ
っ
て
、
現
存
の
国
家
体
制
内
で
の
地
域
主
義
・
細
分
化
の
地
域

主
義
の
実
現
要
求
、
つ
ま
り
自
治
体
新
設
運
動
が
先
述
の
よ
う
に
勢

い
を
増
し
た
。
と
い
う
の
も
、
自
治
体
新
設
が
困
難
で
あ
っ
た
ス
ハ

ル
ト
体
制
期
と
違
い
、
分
権
基
本
法
九
九
年
第
二
二
号
法
の
も
と
で

は
か
な
り
容
易
に
自
治
体
新
設
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
州

な
ら
三
県
・
市
以
上
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
県
・
市
な
ら
三
郡
以

上
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
地
域
住
民
の
支
持
、
自
立
可
能
性
、
母

体
州
あ
る
い
は
県
・
市
の
同
意
、
中
央
政
府
の
同
意
が
あ
れ
ば
良
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
主
義
が
台
頭
し
た
の
は
次
の
よ
う
な

理
由
か
ら
で
あ
る
。
①
地
域
間
格
差
解
消
：
あ
る
自
治
体
の
な
か
で

中
心
地
域
が
経
済
的
に
繁
栄
す
る
一
方
、
天
然
資
源
が
あ
り
な
が
ら

貧
し
い
周
辺
地
域
が
あ
る
場
合
、
そ
の
周
辺
地
域
が
自
治
体
新
設
を

求
め
る
。
②
民
族
間
格
差
解
消
：
複
数
の
民
族
集
団
が
あ
る
自
治
体

に
存
在
す
る
場
合
、
貧
困
地
域
で
多
数
派
を
構
成
す
る
民
族
集
団
が

自
ら
の
自
治
体
を
求
め
る
。
③
政
治
経
済
的
資
源
独
占
：
自
治
体
が

で
き
る
と
、
首
長
決
定
権
、
地
方
公
務
員
人
事
権
、
事
務
権
限
、
予

算
、
経
済
資
源
が
手
に
入
る
。
①
や
②
の
理
由
で
次
々
と
誕
生
し
た

自
治
体
が
こ
う
し
た
リ
ソ
ー
ス
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な

る
と
、
格
差
解
消
で
は
な
く
単
純
に
政
治
経
済
的
資
源
の
独
占
を
求

め
る
自
治
体
要
求
運
動
が
誕
生
し
た
。

以
下
で
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
バ
ン
テ
ン
新
州
の
場
合
は
上
の

①
や
②
が
理
由
と
な
っ
て
誕
生
し
た
。
ま
ず
、
バ
ン
テ
ン
地
方
の
社

会
的
特
徴
を
概
観
し
た
あ
と
、
バ
ン
テ
ン
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ

の
新
州
が
ど
う
い
う
経
緯
を
経
て
誕
生
し
た
の
か
を
簡
単
に
振
り
返

る
。
続
い
て
、
新
州
設
立
と
い
う
形
で
地
域
主
義
が
実
現
し
た
後
の

政
治
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

Ⅱ　

バ
ン
テ
ン
地
方
の
統
治
ス
タ
イ
ル
と
地
方
エ
リ
ー
ト＊

２

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
バ
ン
テ
ン
地
方
は
西
ジ
ャ
ワ
州
の
一
部
か

ら
州
に
な
っ
た
。
図
２
に
あ
る
よ
う
に
四
県
二
市
か
ら
な
り
、
州
都

セ
ラ
ン
は
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
西
に
九
一
キ
ロ
行
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。
北
部
の
チ
レ
ゴ
ン
市
、
セ
ラ
ン
県
北
部
は
東
南
ア
ジ
ア
最
大

の
ク
ラ
カ
タ
ウ
製
鉄
所
が
あ
る
ほ
か
、
重
化
学
工
場
が
立
ち
並
ぶ
。

南
部
の
ル
バ
ッ
ク
県
、
パ
ン
デ
グ
ラ
ン
県
、
セ
ラ
ン
県
南
部
は
農
業

地
帯
で
あ
り
生
活
水
準
は
低
い
。
東
部
の
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
、
タ
ン
ゲ

ラ
ン
市
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
つ
工
場
地
帯
で
あ
り
、

バ
ン
テ
ン
州
の
人
口
九
二
二
万
人
（
二
〇
〇
六
年
）
の
約
半
数
が
居

タンゲラン市

タンゲ
ラン県

ジ
ャ
カ
ル
タ

特
別
州

西ジャワ州

ルバック県

パンデグラン県

セラン県

チレゴン市

図 2　バンテン州
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住
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
バ
ン
テ
ン
人
が

人
口
の
約
四
七
％
を
占
め
る
多
数
派
で
あ
り
、
そ
の
後
に
ス
ン
ダ

人
、
ジ
ャ
ワ
人
が
続
く
（Suryadinata et al. 2003: 20

）。
北
部
で

は
ジ
ャ
ワ
語
の
影
響
が
強
く
、
南
部
で
は
ス
ン
ダ
語
の
影
響
が
強
い

と
は
い
え
、
バ
ン
テ
ン
人
は
西
ジ
ャ
ワ
州
で
多
数
派
を
占
め
る
ス
ン

ダ
人
と
は
別
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
バ
ン
テ
ン
州
設
立
の
大
き
な
動
機
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

蘭
領
東
印
度
の
時
代
、
バ
ン
テ
ン
地
方
の
高
級
官
僚
の
多
く
が
ス

ン
ダ
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
バ
ン
テ
ン
の
地
方
エ
リ
ー
ト
の
間

で
は
バ
ン
テ
ン
地
方
は
ス
ン
ダ
人
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
の
意
識

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
が
独
立
し
た
後
の

一
九
六
〇
年
代
に
も
バ
ン
テ
ン
州
設
立
運
動
が
起
き
て
住
民
の
支
持

は
広
が
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
の
反
対
で
実
現
し
な
か
っ

た
。
ス
ハ
ル
ト
政
権
期
も
ま
た
か
つ
て
の
蘭
領
東
印
度
時
代
の
よ
う

に
主
に
ス
ン
ダ
人
官
僚
を
バ
ン
テ
ン
地
区
担
当
理
事
官
や
県
知
事
に

割
り
当
て
た
。
そ
し
て
、
高
級
文
民
官
僚
も
非
バ
ン
テ
ン
人
が
多
数

派
を
占
め
た
。
フ
ォ
ー
マ
ル
な
暴
力
装
置
と
し
て
国
内
の
治
安
維
持

を
担
う
国
軍
お
よ
び
そ
の
一
翼
の
警
察
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
全
域
を
巡
礼
圏
と
す
る
軍
人
と
警
察
官
が
数
年
の
任
期
で
バ
ン
テ

ン
に
任
官
す
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
バ
ン
テ
ン
人
で
あ
る
必
然
性
は

な
か
っ
た
。

非
バ
ン
テ
ン
人
か
ら
な
る
文
民
地
方
官
僚
層
、
軍
管
区
、
そ
し
て

警
察
の
地
方
機
構
、
こ
の
三
つ
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
統
治
機
構
が
バ
ン

テ
ン
地
方
を
統
治
す
る
に
は
、
バ
ン
テ
ン
の
社
会
情
勢
に
通
暁
し
た

地
方
エ
リ
ー
ト
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ス

ハ
ル
ト
政
権
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
二
つ
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
層
、
キ
ヤ
イ
と
ジ
ャ
ワ
ラ
で
あ
っ
た
。
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
圧
倒
的
に
多
い
バ
ン
テ
ン
地
方
に
あ
っ
て

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
塾
の
指
導
者
で
あ
る
キ
ヤ
イ
は
地
域
住
民
の

精
神
的
指
導
者
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
ジ
ャ
ワ
ラ
と
は
拳

術
・
呪
術
に
長
け
た
腕
っ
節
の
強
い
男
た
ち
を
意
味
し
、
黒
服
に
山

刀
が
正
装
で
あ
る
。
日
本
で
い
う
や
く
ざ
に
近
い
。
お
お
よ
そ
ど
の

村
に
も
一
人
は
存
在
し
て
お
り
、
村
長
に
な
っ
て
フ
ォ
ー
マ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
も
の
も
い
る
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
ジ
ャ
ワ
ラ
の

取
り
込
み
を
行
っ
た
の
は
、
地
域
を
統
治
す
る
に
あ
た
っ
て
は
キ
ヤ

イ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
物
理
的
暴
力
の
所
有
者
も
不
可
欠
だ

と
の
判
断
が
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ス
ハ
ル
ト
体
制
側
は
、
こ
の
キ
ヤ
イ
と
ジ
ャ
ワ
ラ
を
組
織
化
し
て

取
り
込
み
、
一
九
七
一
年
に
行
わ
れ
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
第
一
回
目

の
総
選
挙
に
お
い
て
彼
ら
を
軸
と
し
た
住
民
動
員
を
行
い
、
政
権
党

ゴ
ル
カ
ル
の
圧
勝
を
も
た
ら
し
た
。
以
後
、
バ
ン
テ
ン
地
方
で
は
次

の
よ
う
な
統
治
シ
ス
テ
ム
が
ス
ハ
ル
ト
体
制
の
下
で
機
能
し
た
。
バ

ン
テ
ン
担
当
理
事
官
・
県
知
事
を
筆
頭
と
す
る
地
方
行
政
機
構
が
文

民
行
政
を
執
り
行
い
、
国
軍
・
警
察
の
地
方
管
区
が
治
安
行
政
を
担

い
、
そ
の
下
に
組
織
化
さ
れ
た
キ
ヤ
イ
と
ジ
ャ
ワ
ラ
が
バ
ン
テ
ン

社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
説
教
と

物
理
的
脅
威
で
政
権
党
ゴ
ル
カ
ル
へ
の
地
域
住
民
の
支
持
を
取
り
付

け
た
。
そ
の
見
返
り
は
ゴ
ル
カ
ル
地
方
幹
部
ポ
ス
ト
や
政
府
が
作
っ

た
宗
教
、
社
会
経
済
組
織
の
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
ス

ハ
ル
ト
体
制
時
代
の
開
発
の
恩
恵
も
獲
得
し
た
。
開
発
は
政
府
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
形
で
バ
ン
テ
ン
地
方
に
も
落
ち
て
い
き
、
そ
の
仲

介
組
織
で
あ
る
商
工
会
議
所
や
土
建
業
者
連
合
の
幹
部
に
は
有
力
な

ジ
ャ
ワ
ラ
た
ち
が
就
任
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
握
っ
た
。
彼
ら
は
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

請
負
い
、
そ
の
利
潤
の
一
部
を
フ
ォ
ー
マ
ル
な
統
治
機
構
に
い
る
高

級
文
民
官
僚
、
国
軍
・
警
察
地
方
幹
部
に
貢
い
で
密
接
な
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
開
発
の
飴
の
前
に
、
バ
ン
テ
ン
州
創
設

と
い
う
形
で
の
地
域
主
義
は
話
題
に
も
あ
が
ら
な
く
な
っ
た
。

ス
ハ
ル
ト
体
制
時
代
に
も
っ
と
も
影
響
力
を
拡
大
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
ジ
ャ
ワ
ラ
は
、
ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年

に
セ
ラ
ン
県
で
生
ま
れ
た
ハ
サ
ン
は
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
発
足
初
期
の

こ
ろ
、有
力
キ
ヤ
イ
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
域
内
ジ
ャ
ワ
ラ
組
織「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
テ
ン
拳
術
家
・
武
芸
者
連
合
」（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ

Ｂ
Ｉ
）
の
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た
。
そ
こ
か
ら
彼
の
政
治
経
済
的
台
頭

は
始
ま
っ
た
。
自
ら
建
設
会
社
を
立
ち
上
げ
て
後
年
に
は
バ
ン
テ
ン

地
方
有
数
の
企
業
に
ま
で
経
営
基
盤
を
拡
大
し
た
。
商
工
会
議
所
や

土
建
業
者
連
合
の
地
方
幹
部
を
務
め
て
政
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
整

役
と
し
て
影
響
力
を
発
揮
し
、
ゴ
ル
カ
ル
地
方
支
部
幹
部
、
さ
ら
に

は
本
部
幹
部
に
も
就
任
し
た
。
彼
の
抱
え
る
ジ
ャ
ワ
ラ
た
ち
は
、
ゴ

ル
カ
ル
の
選
挙
支
援
を
す
る
の
み
な
ら
ず
、
開
発
の
進
展
に
伴
う
企

業
に
よ
る
強
引
な
土
地
収
用
と
住
民
立
ち
退
き
、
工
場
警
備
、
労
働

者
の
デ
モ
潰
し
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
っ
た＊

３

。
ハ
サ
ン
が
こ
れ
だ
け
の

権
力
を
握
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
時
と
し
て
暴
力
を
行
使
す
る
こ

と
を
た
め
ら
わ
な
い
胆
力
・
腕
力
、
そ
し
て
権
力
へ
の
赤
裸
々
な
欲

望
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
側
に
す
れ
ば
、
彼
は
き
わ

め
て
好
都
合
な
バ
ン
テ
ン
社
会
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
機
能
し
た
か

ら
で
あ
り
、
国
家
従
属
型
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
信
奉
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。彼

が
創
設
時
か
ら
総
裁
を
務
め
て
い
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
は
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
一
〇
〇
以
上
の
拳
術
道
場
を
傘
下
に
お
さ
め
一
七

州
に
支
部
を
作
る
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｉ

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、ハ
サ
ン
に
よ
れ
ば
「
自
衛
し
、国
民
を
守
り
、

国
家
を
守
護
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
警
察
と
国
軍
を
進
ん
で

護
衛
す
る
と
も
言
っ
て
い
る
（M

ansur 2000: 89

）。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ

Ｂ
Ｉ
の
会
員
証
に
あ
る
会
員
の
「
七
つ
の
誓
い
」
に
は
、「
神
を
信

じ
る
こ
と
」
の
他
に
、「
国
民
発
展
の
先
駆
者
で
あ
り
闘
士
た
る
こ

と
」「
国
家
原
則
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
を
守
護
防
衛
し
、実
践
す
る
こ
と
」

「
政
府
に
仕
え
、
忠
実
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
、
日
本
で
い
え
ば
右
翼

的
な
も
の
で
あ
る
。
ハ
サ
ン
個
人
は
、
真
実
、
正
義
、
安
定
、
と
り

わ
け
安
定
が
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
警
察
、
国

軍
と
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と
力
説
す
る
。
そ
し
て
、「
人
権
？　

そ

れ
が
ど
う
し
た
？　

人
権
、
人
権
と
言
っ
て
ど
う
な
る
」
と
言
い
、
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人
権
を
声
高
に
主
張
す
る
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
正
義
や
真
実
を
頭

か
ら
信
用
し
て
い
な
い＊

４

。
こ
の
ハ
サ
ン
の
発
想
、
そ
し
て
彼
が
率
い

る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
国
家
に
と
っ
て
き
わ
め
て

好
都
合
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
国
家
、
と
り
わ
け
国
軍
・
警
察
と
蜜
月
関
係
を
構
築
し

て
き
た
ハ
サ
ン
に
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
バ
ン
テ
ン
人
意
識
は
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
よ
る
反
植
民
地
闘
争
や
独
立
闘
争
を
彼
が
語
る

と
き
は
、
バ
ン
テ
ン
地
方
で
バ
ン
テ
ン
人
が
い
か
に
反
植
民
地
闘
争

や
独
立
闘
争
を
戦
っ
て
き
た
の
か
を
語
る
。
そ
し
て
、
独
立
闘
争
に

あ
た
っ
て
は
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
方
、
ア
チ
ェ
地
方
と
な
ら
ん
で

バ
ン
テ
ン
地
方
は
独
立
闘
争
で
勝
利
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
州
の
地
位
を
獲
得
し
た
ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
や
ア
チ
ェ
と
違
っ
て
州
に
さ
え
も
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
へ
の
不
満
は
あ
る
。
ま
た
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は

な
い
が
、
六
〇
年
代
に
お
き
た
バ
ン
テ
ン
州
新
設
運
動
を
支
持
し
た

こ
と
か
ら
捕
ま
り
か
け
た
と
も
い
う＊

５

。
そ
も
そ
も
、
彼
が
率
い
る
Ｐ

Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
は
、
ト
ゥ
ル
ン
ブ
、
バ
ン
ド
ロ
ン
、
チ
マ
ン
デ
な
ど

バ
ン
テ
ン
地
方
独
自
の
拳
術
流
派
を
主
軸
と
し
て
誕
生
し
た
連
合
組

織
で
あ
り
、
バ
ン
テ
ン
文
化
の
一
面
を
象
徴
し
た
組
織
で
あ
る
。
ハ

サ
ン
に
す
れ
ば
、
歴
史
的
に
、
あ
る
い
は
文
化
的
に
バ
ン
テ
ン
性
を

強
調
す
る
よ
う
な
地
域
主
義
は
望
ま
し
く
、
国
家
と
共
存
共
栄
を
図

る
上
で
好
都
合
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
時
代

に
優
位
で
あ
っ
た
の
は
、こ
う
し
た
従
属
型
の
地
域
主
義
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
受
益
者
の
少
な
さ
と
い
う
点
で
は
閉
鎖
系
地
域
主
義
で
あ
っ

た
。Ⅲ　

開
放
系
地
域
主
義
の
乗
っ
取
り

ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
壊
は
、
バ
ン
テ
ン
州
新
設
運
動
と
い
う
新
た
な

地
域
主
義
を
台
頭
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
内

で
の
バ
ン
テ
ン
人
全
員
の
メ
リ
ッ
ト
の
た
め
の
動
き
で
あ
る
と
い
う

点
で
、
図
１
に
お
け
る
規
定
型
・
開
放
系
地
域
主
義
で
あ
っ
た
。
ハ

サ
ン
は
こ
の
動
き
に
当
初
は
反
対
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
の
建
設

会
社
が
西
ジ
ャ
ワ
州
政
府
か
ら
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
請
け
負
っ
て

お
り
、
新
州
設
立
に
与
す
れ
ば
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
さ
れ
る

と
い
う
現
実
的
な
危
惧
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
従
属

型
・
閉
鎖
系
地
域
主
義
の
信
奉
者
で
あ
る
ハ
サ
ン
に
す
れ
ば
、
こ
う

し
た
開
放
系
地
域
主
義
は
危
険
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

在
住
の
バ
ン
テ
ン
出
身
の
実
業
家
た
ち
や
バ
ン
テ
ン
や
ジ
ャ
カ
ル
タ

に
い
る
学
生
や
知
識
人
た
ち
が
バ
ン
テ
ン
州
設
立
運
動
に
積
極
的
に

関
わ
り
始
め
、
さ
ら
に
住
民
の
支
持
基
盤
も
広
が
り
始
め
る
と
彼
は

態
度
を
急
変
さ
せ
た
。
熱
烈
な
バ
ン
テ
ン
州
設
立
信
奉
者
と
な
り
、

新
州
設
立
運
動
を
組
織
的
に
ま
と
め
あ
げ
る
「
バ
ン
テ
ン
州
設
立
調

整
委
員
会
」
発
足
に
あ
た
っ
て
は
強
引
に
委
員
長
に
就
任
し
た
。
開

放
系
地
域
主
義
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
乗
っ
取
り
に
成
功
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
資
金
的
支
援
は
さ
し
て
行
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、

中
央
政
府
や
西
ジ
ャ
ワ
州
政
府
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
、
政
党
へ

の
ロ
ビ
ー
活
動
に
つ
い
て
は
彼
自
身
が
積
極
的
に
行
い
、
二
〇
〇
〇

年
一
〇
月
に
バ
ン
テ
ン
州
設
立
法
案
が
国
会
を
通
過
し
た
（
岡
本 

2001

）。
う
ま
い
具
合
に
バ
ン
テ
ン
州
設
立
の
立
役
者
に
な
っ
た
後
、
ハ
サ

ン
は
硬
軟
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
巧
み
に
バ
ン
テ
ン
州
の
代
表
者
を
自
己

演
出
し
て
バ
ン
テ
ン
州
設
立
に
伴
う
利
権
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
ま

ず
、
バ
ン
テ
ン
州
設
立
を
記
念
す
る
五
〇
〇
頁
に
及
ぶ
書
物
『
州
設

立
に
向
け
た
バ
ン
テ
ン
住
民
の
闘
争
』（M

ansur 2001

）
を
出
版
す

る
に
あ
た
っ
て
助
成
を
行
っ
た
。
写
真
１
は
そ
の
表
紙
で
あ
る
。
右

手
を
上
げ
た
彼
が
中
央
に
お
り
、
明
ら
か
に
彼
が
バ
ン
テ
ン
州
誕
生

の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

バ
ン
テ
ン
州
設
立
に
伴
っ
て
創
設
す
る
必
要
の
出
て
き
た
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
経
済
組
織
の
バ
ン
テ
ン
州
支
部
、
た
と
え
ば
土
建
業
者
連
合

バ
ン
テ
ン
州
支
部
に
お
い
て
、
彼
な
り
彼
の
一
族
や
部
下
が
ト
ッ
プ

や
要
職
に
つ
い
て
次
々
と
支
配
下
に
置
い
た
。

さ
ら
に
、
州
の
知
事
に
は
バ
ン
テ
ン
地
方
に
基
盤
を
あ
ま
り
持
た

な
い
ジ
ャ
ワ
人
を
据
え
て
、
副
知
事
に
は
自
分
の
娘
ア
ト
ゥ
ッ
ト
を

据
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
州
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
は
入
札
を
経
ず
に
自
分
の
建
設
会
社
、
部
下
の
会
社

に
優
先
的
に
配
分
す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
ス
ハ

ル
ト
体
制
時
代
同
様
、
ゴ
ル
カ
ル
党
中
央
執
行
部
や
国
軍
、
警
察

と
の
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
持
し
続
け
た
。
彼
は
こ
う
述
べ
る
。

「
一
九
六
八
年
か
ら
私
は
バ
ン
テ
ン
の
た
め
に
闘
っ
て
き
た
．
バ
ン

テ
ン
住
民
の
な
か
で
私
が
特
別
な
地
位
に
あ
っ
て
も
当
然
で
あ
ろ

う
」（M

im
bar D

aerah  2003: 4

）。
バ
ン
テ
ン
州
設
立
運
動
で
表

現
さ
れ
る
開
放
系
地
域
主
義
は
、
ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
に
よ
っ
て
受
益

者
を
き
わ
め
て
狭
い
も
の
に
限
る
閉
鎖
系
地
域
主
義
に
変
貌
さ
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ　

弱
い
開
放
系
地
域
主
義
へ

二
〇
〇
五
年
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
地
方
首
長
公
選
制
が
導
入

さ
れ
て
、
バ
ン
テ
ン
州
で
も
二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
州
知
事
選
が

写真１　バンテン州設立を記念し
て出版された本の表紙
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行
わ
れ
た
。
七
六
歳
に
な
る
ハ
サ
ン
は
つ
い
に
娘
を
州
知
事
候
補
に

擁
立
し
た
。
公
選
制
で
あ
る
以
上
、
ハ
サ
ン
流
の
地
域
主
義
も
よ
り

開
放
さ
れ
た
も
の
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
選
挙
戦
が
近
く

な
る
と
ハ
サ
ン
側
は
「
バ
ン
テ
ン
統
一
有
志
団
」
と
い
う
組
織
を
作

り
上
げ
た
。
ハ
サ
ン
は
、「
改
革
」
が
誤
っ
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
が
分
裂
し
か
ね
な
い
と
い
う

危
惧
か
ら
統
一
有
志
団
結
成
を
決
め
た
と
い
う
。
ポ
ソ
や
ア
ン
ボ
ン

で
の
紛
争
が
首
都
に
隣
接
す
る
バ
ン
テ
ン
で
起
き
て
は
な
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
民
族
や
宗
派
の
人
た
ち
が
構
成
員
と
な
る
組
織
が
必
要
だ

と
判
断
し
た
と
い
う
。
統
一
有
志
団
の
基
本
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は

一
九
四
五
年
精
神
だ
と
す
る
。
一
九
四
五
年
精
神
と
は
、
一
九
四
五

年
に
始
ま
る
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
独
立
闘
争
の
と
き
に
顕
著
に
見
ら
れ

た
闘
争
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
精
神
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
国
粋

主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
、
キ
ヤ
イ
・
知
識
人
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代

表
・
青
年
・
退
役
軍
人
／
警
察
官
な
ど
九
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

eras 2006: 47, 49

）。

で
は
、
ど
こ
ま
で
こ
の
組
織
は
開
放
系
な
の
か
。
統
一
有
志
団
の

バ
ン
テ
ン
州
内
県
・
市
の
暫
定
執
行
委
員
名
リ
ス
ト
は
、
奇
妙
な

こ
と
に
「
執
行
部
」
と
「
一
族
」
に
分
か
れ
て
お
り
、「
一
族
」
欄

に
は
広
い
意
味
で
の
ハ
サ
ン
の
一
族
が
名
を
連
ね
て
い
る
（T

eras 
2006: 48

）。
明
ら
か
に
、
統
一
有
志
団
を
通
じ
て
多
様
な
メ
ン
バ
ー

を
抱
え
込
む
意
思
を
示
し
な
が
ら
、他
方
で
そ
う
し
た
多
様
性
を「
一

族
」
が
監
督
す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
う
し
た
統
一
有
志
団
、
さ
ら
に
は
息
子
が
指
揮
す
る
「
バ

ン
テ
ン
統
一
委
員
会
」
な
ど
を
利
用
し
つ
つ
、
ハ
サ
ン
側
は
、
最
終

的
に
は
州
予
算
を
半
ば
流
用
し
て
約
三
〇
〇
〇
億
ル
ピ
ア
に
及
ぶ
選

挙
資
金
を
用
い
、
農
村
部
を
中
心
に
票
を
集
め
て
ラ
イ
バ
ル
候
補
に

八
％
の
僅
差
で
州
知
事
選
に
勝
利
を
収
め
た＊

６

。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
サ

ン
を
軸
と
す
る
地
域
主
義
が
、
公
選
制
の
導
入
で
弱
い
開
放
系
の
地

域
主
義
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

Ⅴ　

再
細
分
化
す
る
地
域
主
義

ハ
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
規
定
型
・
弱
い
開
放
系
地
域
主
義
に

対
し
て
は
反
発
す
る
声
も
強
い
。
と
り
わ
け
、
当
初
か
ら
バ
ン
テ
ン

州
設
立
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
バ
ン
テ
ン
人
の
間
で
反
発
が
強

い
。
し
か
し
、
反
対
勢
力
を
ま
と
め
あ
げ
る
だ
け
の
新
た
な
地
域
主

義
を
標
榜
し
て
ハ
サ
ン
と
対
立
し
て
政
治
権
力
を
奪
取
す
る
だ
け
の

胆
力
と
知
力
を
有
す
る
も
の
は
い
な
い
。
反
対
勢
力
は
ま
と
ま
り
を

欠
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
反
対
勢
力
の
間
で
も
っ
と
も
手
っ
取
り
早

い
対
抗
手
段
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
が
再
細
分
化
す
る
地
域
主

義
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
バ
ン
テ
ン
州
か
ら
分
離
し
た
新
州
設
立

を
模
索
す
る
動
き
で
あ
る
。
新
州
設
立
運
動
の
な
か
で
一
時
的
に

盛
り
上
が
っ
た
動
き
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
め
は
、
バ
ン
テ
ン
州

の
人
口
の
約
半
数
を
有
し
、
工
場
地
帯
と
し
て
バ
ン
テ
ン
州
の
経

済
成
長
を
支
え
て
い
る
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
・
市
か
ら
の
運
動
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
そ
も
そ
も
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
・
市
の

住
民
で
バ
ン
テ
ン
人
で
あ
る
と
自
己
認
識
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ

約
一
五
％
、
約
一
〇
％
で
し
か
な
く
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
の
エ
リ
ー
ト
の

間
で
は
バ
ン
テ
ン
州
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
反
対
も
あ
っ
た
。

タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
・
市
は
バ
ン
テ
ン
州
に
入
る
に
あ
た
り
、
議
会
議
員

お
よ
び
官
吏
の
半
数
を
選
出
す
る
権
利
を
得
て
い
た
も
の
の
、
バ
ン

テ
ン
州
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
、
州
予
算
は
圧
倒
的
に
セ
ラ
ン
県
の

ハ
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
統
御
さ
れ
た
こ
と
か
ら
不
満
が
募
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
結
果
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
知
事
が
中
心
と
な
っ
て
、
西
ジ
ャ

ワ
州
の
ブ
カ
シ
県
や
デ
ポ
ッ
ク
市
を
巻
き
込
ん
で
新
州
を
作
ろ
う
と

す
る
動
き
が
起
き
た＊

７

。
タ
ン
ゲ
ン
ラ
ン
住
民
と
い
う
意
識
は
あ
る
も

の
の
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
や
市
は
多
様
な
民
族
集
団
、
社
会
階
層
か
ら

な
る
た
め
、
住
民
側
が
積
極
的
に
立
ち
上
が
る
運
動
に
は
な
ら
ず
、

ま
た
、
ブ
カ
シ
県
や
デ
ポ
ッ
ク
市
か
ら
は
新
州
に
合
流
す
る
動
き
は

ま
っ
た
く
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
再
細
分
化
地
域
主
義
は
、

あ
く
ま
で
も
バ
ン
テ
ン
州
政
府
の
冷
遇
が
直
接
的
な
政
治
経
済
的
不

利
益
に
つ
な
が
る
地
方
エ
リ
ー
ト
の
み
が
志
向
し
た
閉
鎖
系
地
域
主

義
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ハ
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
が
露
骨
に
タ
ン
ゲ
ラ
ン
地
区
に
政

治
的
進
出
を
図
っ
て
く
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
一

月
に
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
知
事
選
が
行
わ
れ
た
と
き
に
は
、
ハ
サ
ン
・
グ

ル
ー
プ
は
福
祉
正
義
党
幹
部
＝
県
知
事
候
補
、
息
子
の
妻
で
元
モ
デ

ル
＝
副
知
事
候
補
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
選
挙
戦
を
戦
っ
た
。
福
祉

正
義
党
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
倫
理
に
基
づ
い
て
清
廉
な
政
治
の
実
現
を

希
求
す
る
政
党
と
し
て
都
市
部
を
中
心
に
急
成
長
し
て
い
る
政
党
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
タ
ン
ゲ
ラ
ン
出
身
の
現
職
県
知
事
は
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
出
身
の
有
名
俳
優
ラ
ノ
・
カ
ル
ノ
を
副
知
事
候
補
に
選
び
、

勝
利
を
収
め
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
下
町
の
庶
民
生
活
を
描
い
て
圧
倒

的
人
気
を
博
し
た
テ
レ
ビ
番
組
「
シ
・
ド
ゥ
ル
」
の
主
役
で
あ
っ
た

ラ
ノ
・
カ
ル
ノ
が
都
市
住
民
の
多
い
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
有
権
者
の
支
持

を
得
た
こ
と
が
大
き
な
勝
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
タ
ン
ゲ
ラ
ン
は

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
っ
て
、
バ
ン
テ
ン
地
域
主
義
に

容
易
に
飲
み
込
ま
れ
る
地
域
で
は
な
い
こ
と
を
象
徴
す
る
選
挙
で

あ
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
バ
ン
テ
ン
州
の
な
か
で
も
昔
か
ら
貧
困
地
帯
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
パ
ン
デ
グ
ラ
ン
県
や
ル
バ
ッ
ク
県
を
中
心
と
し

て
南
バ
ン
テ
ン
州
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
バ
ン
テ
ン
州
設

立
要
望
が
生
ま
れ
た
背
景
の
ひ
と
つ
は
、
西
ジ
ャ
ワ
州
に
あ
っ
て
バ

ン
テ
ン
地
方
は
最
も
貧
困
地
帯
が
多
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
と
り
わ
け
バ
ン
テ
ン
南
部
は
貧
困
地
帯
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ン
テ
ン
州
が
で
き
て
み
れ
ば
、
ハ
サ

ン
・
グ
ル
ー
プ
が
州
行
政
を
牛
耳
っ
て
バ
ン
テ
ン
南
部
に
は
メ
リ
ッ

ト
が
少
な
い
と
い
う
不
満
が
生
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
、
最
初
か
ら
バ

ン
テ
ン
州
設
立
に
尽
力
し
て
い
た
地
方
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
州
政
府
で

政
治
行
政
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
個
人
的
憤
懣
が
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南
バ
ン
テ
ン
州
設
立
運
動
の
台
頭
に
繋
が
っ
た
（H

arian Banten 
2002.2.16

）。
し
か
し
、
こ
の
動
き
も
一
部
の
地
方
エ
リ
ー
ト
に
限

ら
れ
た
閉
じ
ら
れ
た
地
域
主
義
に
と
ど
ま
り
、
大
衆
的
基
盤
を
持
つ

こ
と
は
な
か
っ
た
。
ひ
と
つ
に
は
、
南
バ
ン
テ
ン
州
と
い
う
政
体
は

こ
れ
ま
で
一
度
も
想
像
さ
え
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
共
同
体
で
あ
り
、

民
族
的
、
文
化
的
、
歴
史
的
に
即
座
に
住
民
の
間
で
共
感
を
惹
起
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
次
に
、
ハ
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
ジ
ャ
ワ
ラ
を
通
じ
て
パ
ン
デ
グ
ラ
ン
県
、
ル
バ
ッ
ク
県
に

も
広
が
っ
て
お
り
、
南
バ
ン
テ
ン
州
設
立
運
動
拡
大
阻
止
は
容
易
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
ル
バ
ッ
ク
県
知
事
が
ハ
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
資
金

援
助
で
選
出
さ
れ
、
続
い
て
パ
ン
デ
グ
ラ
ン
県
知
事
は
イ
ス
ラ
ー
ム

政
党
党
首
選
に
出
馬
す
る
に
当
た
っ
て
ハ
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
資
金

援
助
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
地
方
エ
リ
ー
ト
は
ハ

サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
下
っ
た
の
で
あ
り
、
南
バ
ン
テ
ン
州
設
立
に
県

政
府
の
支
援
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
新
州
設
立
運
動
発
起
人
も
死
亡

す
る
に
及
ん
で
、
こ
の
運
動
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

Ⅵ　

対
抗
す
る
開
放
系
地
域
主
義

も
っ
と
長
期
的
で
は
あ
る
が
根
本
的
に
ハ
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
弱

い
開
放
系
地
域
主
義
に
対
抗
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
地
域
主
義
を

相
対
化
し
う
る
開
放
系
地
域
主
義
の
動
き
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ

サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
地
域
主
義
を
支
え
る
バ
ン
テ
ン
人
像
を
塗
り
替

え
る
試
み
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
『
バ
ン
テ
ン
人
と
は
？
』
と
い

う
編
著
本
が
出
版
さ
れ
、
二
四
人
の
バ
ン
テ
ン
人
お
よ
び
バ
ン
テ
ン

に
関
心
を
抱
く
人
達
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
バ
ン
テ
ン
人
と
は
何

か
に
つ
い
て
論
じ
、
ま
た
、
か
つ
て
は
あ
っ
た
は
ず
の
「
土
着
知
」

（K
earifan Lokal

）
の
発
掘
を
試
み
て
い
る
（Iw

an K
usum

a 
H

am
dan et al. 2005

）。
あ
る
い
は
、『
バ
ン
テ
ン
の
名
士
た
ち
を

語
る
』
と
い
う
編
著
本
が
出
版
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
五
六
人
に
の
ぼ
る
バ
ン
テ
ン
人
の
短
い
紹
介
が
な
さ
れ
た

（Lukm
an H

akim
 2001

）。『
バ
ン
テ
ン
人
と
は
？
』
で
は
、
バ
ン

テ
ン
人
と
い
う
の
は
バ
ン
テ
ン
出
身
者
に
限
ら
ず
、
バ
ン
テ
ン
の
発

展
に
尽
く
す
者
だ
と
い
う
緩
や
か
な
定
義
を
す
る
論
文
も
あ
る
。
し

か
し
多
く
は
キ
ヤ
イ
と
ジ
ャ
ワ
ラ
が
影
響
力
を
持
つ
こ
と
を
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
的
に
前
提
と
し
て
お
り
、
別
の
視
点
か
ら
バ
ン
テ
ン
人
を

描
き
切
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
バ
ン
テ
ン
の
名
士
た
ち
を
語
る
』

は
各
人
を
短
く
紹
介
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、

管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で
「
バ
ン
テ
ン
人
」
と
い
う
括
り
で
バ
ン

テ
ン
人
が
集
ま
っ
て
書
き
上
げ
た
書
物
は
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
本
は
、
バ
ン
テ
ン
人
が
自
ら
で
バ
ン
テ
ン
人
を
問
い
直
す
契
機

に
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
本
で
は
、
ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
は
一
名
士
と

し
て
五
六
名
中
四
九
番
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
バ
ン
テ

ン
人
の
多
様
性
、
そ
し
て
バ
ン
テ
ン
地
域
主
義
の
多
様
性
も
構
想
し

う
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
バ
ン
テ
ン
人
と
は
？
』
の
本
の
な
か
で
、
民
放
脚
本
家
ゴ
ラ
・

ゴ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
児
童
教
育
に
力
点
を
置

く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
『
世
界
の
家
』
を
セ
ラ
ン
県
で
創
設
し
た
若
手
知
識
人
で

あ
る
。

「
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。（『
世
界
の
家
』
を
創
設
し
た
こ
ろ
は
、）

バ
ン
テ
ン
を
明
ら
か
に
搾
取
し
よ
う
と
す
る
植
民
地
支
配
者
た
ち

（
注
：
か
つ
て
の
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
中
央
政
府
、

西
ジ
ャ
ワ
州
政
府
を
指
す
）
と
対
抗
す
る
バ
ン
テ
ン
人
民
を
守
ろ
う

と
い
う
意
気
込
み
で
始
め
た
。
し
か
し
、（
バ
ン
テ
ン
州
が
設
立
さ

れ
た
）
今
で
は
、
我
々
の
敵
は
バ
ン
テ
ン
人
自
身
、
つ
ま
り
州
政
府

公
職
者
た
ち
と
な
っ
た
。
…
…
バ
ン
テ
ン
人
の
特
徴
は
指
導
者
に
代

表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
な
ら
バ
ン
テ
ン
人
を
代
表
す
る
の
は
公
職

者
た
ち
で
あ
る
。
…
…
彼
ら
は
施
政
上
で
暴
力
を
行
使
し
て
お
り
、

…
…
ジ
ャ
ワ
ラ
的
な
行
為
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
バ
ン
テ
ン
以

外
の
人
々
の
間
で
は
、
バ
ン
テ
ン
は
暴
力
、
呪
術
、
黒
魔
術
と
結
び

つ
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
…
…
は
っ
き
り
言

う
が
、
バ
ン
テ
ン
の
進
退
、
そ
し
て
バ
ン
テ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
の
善
し

悪
し
は
ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
に
か
か
っ
て
い
る
」（Gola 

Gong 2005: 79-83

）。

ゴ
ラ
・
ゴ
ン
は
バ
ン
テ
ン
州
が
で
き
る
と
、
ジ
ャ
ワ
ラ
ら
し
さ
を

武
器
に
す
る
公
職
者
た
ち
が
敵
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ
の
頂
点
に
ハ

サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
を
実
名
で
あ
げ
た
。
た
だ
し
、
ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ

を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
に
対
し
て
財
団
を
作
り
、
全
国
の
大

学
に
い
る
優
秀
な
バ
ン
テ
ン
人
学
生
に
奨
学
金
を
与
え
る
な
り
、
バ

ン
テ
ン
人
に
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
て
、
貧
し
い
者
に
は
教
育
費
を

支
払
う
よ
う
求
め
て
い
る
。
彼
は
ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
と
は
正
面
衝
突

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
発
想
転
換
を
求
め
て
い
る
。
実
際
、
彼
が

率
い
る
「
世
界
の
家
」
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
山
刀
を
お

け
！

ペ
ン
を
握
れ
！
」
に
つ
き
る
。「
世
界
の
家
」
は
、
も
と
も

と
は
セ
ラ
ン
に
は
ま
と
も
な
本
屋
さ
え
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
ゴ
ラ
・

ゴ
ン
が
自
分
の
所
有
す
る
図
書
を
家
の
隣
の
空
き
地
で
貸
し
出
し
始

め
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
優
れ
た
文
筆
家
、
詩
人
、
画

家
な
ど
の
力
を
借
り
て
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
文
芸
に
親
し
み
、
暴
力

で
は
な
く
知
に
秀
で
た
バ
ン
テ
ン
人
を
生
み
出
す
努
力
を
続
け
て
い

る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
隣
接
す
る
タ
ン
ゲ
ラ
ン
地
区
な
ら
と
も
か
く
、

バ
ン
テ
ン
地
方
の
中
心
で
あ
る
セ
ラ
ン
県
に
お
い
て
こ
う
し
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
で
き
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
徐
々
に
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
輪
は
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
地
方
紙
、
民
放
や
全
国
的
出
版
社
な

ど
と
も
提
携
し
て
知
的
バ
ン
テ
ン
人
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

バ
ン
テ
ン
人
の
知
的
底
上
げ
を
図
り
、
バ
ン
テ
ン
の
発
展
を
よ
り

多
く
の
バ
ン
テ
ン
人
に
託
す
と
い
う
点
で
ゴ
ラ
・
ゴ
ン
の
バ
ン
テ
ン

地
域
主
義
は
十
分
に
開
放
系
で
あ
る
。
た
だ
し
、（
州
政
府
の
）
指

導
者
の
特
徴
を
見
れ
ば
バ
ン
テ
ン
人
の
特
徴
が
分
か
る
と
い
う
発
想

は
、
新
た
な
バ
ン
テ
ン
、
バ
ン
テ
ン
人
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
も

政
治
権
力
か
ら
相
対
化
を
図
り
切
れ
て
お
ら
ず
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
形
で
バ
ン
テ
ン
、
バ
ン
テ
ン
人
を
定
義
す
る
と
い
う
ロ
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ジ
ッ
ク
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
バ
ン
テ
ン
地
域
、

バ
ン
テ
ン
人
が
も
つ
は
ず
の
多
様
性
、
豊
潤
さ
を
切
り
捨
て
て
し

ま
っ
て
、
理
想
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
き
わ
め
て
単
純
な
バ
ン
テ
ン

地
域
像
、バ
ン
テ
ン
人
像
を
作
り
出
す
結
果
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
。

地
域
社
会
の
徹
底
的
な
見
直
し
に
基
づ
く
地
域
主
義
的
発
想
が
欠
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
権
威
主
義
体
制
期
に
は
従
属
型
地
域
主
義
の

み
が
許
容
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
民
主
化
・
分
権
化
に
よ
っ
て
自
治

体
新
設
を
求
め
る
地
域
主
義
、
細
分
化
地
域
主
義
が
各
地
で
発
生
し

て
、そ
の
多
く
が
自
治
体
新
設
と
い
う
形
で
一
応
の
成
功
を
収
め
た
。

西
ジ
ャ
ワ
州
か
ら
バ
ン
テ
ン
地
方
が
分
離
し
て
バ
ン
テ
ン
州
が
誕
生

し
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
バ
ン
テ
ン
州
で
は
、
一
部
の
地
方
エ

リ
ー
ト
が
バ
ン
テ
ン
地
域
主
義
を
自
家
薬
籠
化
し
て
、
地
域
主
義
の

果
実
で
あ
る
政
治
経
済
的
利
権
を
独
占
す
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。
こ

の
独
占
状
況
に
対
し
て
は
、
バ
ン
テ
ン
州
か
ら
分
離
を
図
る
新
州
設

立
運
動
、
再
細
分
化
地
域
主
義
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
バ
ン
テ
ン
と

は
何
な
の
か
、
何
で
あ
る
べ
き
な
の
か
、
バ
ン
テ
ン
人
と
は
何
者
で

あ
る
の
か
、
何
者
で
あ
る
べ
き
な
の
か
を
問
い
直
し
、
知
的
バ
ン
テ

ン
人
を
生
み
出
し
て
彼
ら
に
バ
ン
テ
ン
の
将
来
を
託
そ
う
と
図
る
バ

　　：歴史的変遷；　　　　：対抗関係
①　　②　　③　　④：優位にある地域主義の変遷
④’：細分化地域主義
④”：対抗する地域主義
⑤　：住民中心の地域主義

図 3　バンテンにおける地域主義の変遷

⑤

開放系

自由型従属型

閉鎖系

①

②

③ ④”

④’

規定型 ④

ン
テ
ン
地
域
主
義
も
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
地
域
主
義
の
変
遷

を
図
式
化
す
る
と
図
３
の
実
線
の
よ
う
に
な
る
。
基
本
的
に
は
国
家

と
の
関
係
を
良
好
に
保
つ
地
域
主
義
が
時
代
に
応
じ
て
変
遷
を
遂
げ

て
き
た
と
い
え
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
あ
る
地
域
が
経
済
的
差
別
や
民
族
的
差
別
に
不

満
を
抱
い
て
自
ら
の
政
体
を
作
ろ
う
と
す
る
地
域
主
義
が
生
ま
れ
、

政
体
の
誕
生
と
い
う
形
で
そ
の
地
域
主
義
が
成
功
し
た
と
し
て
も
、

結
局
は
新
た
な
地
方
エ
リ
ー
ト
が
そ
の
地
域
主
義
を
独
占
的
に
解
釈

し
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
振
る
舞
お
う
と
す
る
の
は
バ
ン
テ
ン
地
方

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
新
政
体
の
政
治
権
力
者
に
と
っ
て
は
、

自
ら
の
政
治
権
力
の
正
統
性
・
正
当
性
を
確
保
・
維
持
す
る
上
で
公

定
的
な
地
域
主
義
の
提
唱
と
浸
透
は
格
好
の
材
料
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
細
分
化
地
域
主
義
は
国
家
か
ら
の
分
離
で
は
な
く
国
家
へ

の
依
存
関
係
を
保
持
し
た
上
で
の
地
域
主
義
で
あ
る
か
ら
中
央
政
府

も
強
く
は
反
対
し
な
い
。
し
か
し
、
バ
ン
テ
ン
州
の
よ
う
に
、
少
数

の
地
方
エ
リ
ー
ト
が
地
域
主
義
の
名
の
下
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
る

と
、
再
細
分
化
を
も
と
め
る
地
域
主
義
が
勃
興
し
て
細
分
化
の
ス
パ

イ
ラ
ル
が
起
き
る
。
現
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
今
、
自
治
体
新
設
要

求
が
際
限
な
く
増
え
続
け
て
い
る
。
新
県
や
新
市
を
作
る
べ
く
村
、

そ
し
て
郡
の
数
を
増
や
し
て
形
式
的
な
条
件
を
満
た
そ
う
と
す
る
動

き
が
後
を
絶
た
ず
、
一
〇
〇
を
超
え
る
自
治
体
新
設
要
求
が
中
央
政

府
に
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
自
治
体
新
設
要
求
は
、
と
き
に
は
強

引
に
歴
史
的
・
民
族
的
独
自
性
を
「
再
発
見
」
し
て
地
域
主
義
を
作

り
上
げ
、
自
治
体
誕
生
に
成
功
す
れ
ば
、
そ
の
独
自
性
は
公
定
地
域

主
義
と
な
っ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
細
分
化
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
お
ち
い
っ
た
地
域
主
義
だ
け
で
は
、
地
域
の
主
体
は
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
一
部
の
エ
リ
ー
ト
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

本
来
、
地
域
主
義
の
目
的
は
、
対
象
地
域
に
対
す
る
経
済
的
・
民

族
的
差
別
を
克
服
し
て
地
域
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
主
体
性
を

回
復
す
る
こ
と
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
政

体
樹
立
後
の
地
域
主
義
と
し
て
は
、
公
定
地
域
主
義
と
緊
張
関
係
を

保
ち
、
と
き
に
は
対
立
も
す
る
よ
う
な
住
民
主
体
の
地
域
主
義
も

あ
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ラ
・
ゴ
ン
の
発
想
は
、
知
的
バ
ン
テ
ン

人
が
バ
ン
テ
ン
を
拓
く
と
い
う
点
で
開
放
系
地
域
主
義
の
要
素
は
あ

る
。
し
か
し
、
バ
ン
テ
ン
人
の
特
徴
は
州
の
政
治
権
力
者
の
特
徴
を

見
れ
ば
分
か
る
と
い
う
発
想
で
は
、
地
域
社
会
の
実
態
を
踏
ま
え
た

地
域
主
義
と
は
な
り
え
な
い
。
集
落
や
村
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
地
域

住
民
が
き
わ
め
て
具
体
的
に
地
域
の
実
態
を
理
解
し
、
そ
の
長
所
・

短
所
を
見
出
す
こ
と
を
促
す
よ
う
な
地
域
主
義
、
必
ず
し
も
国
家
に

縛
ら
れ
な
い
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
自
由
型
地
域
主
義
が
生
み
出
さ
れ
て

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
図
３
で
い
う
な
ら
、
点
線
部
分
の
矢
印
が
必
要

な
の
で
あ
る
。
バ
ン
テ
ン
に
限
ら
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
開
発
の
「
理
論
」
が
上
滑
り
的
に
役
人
の
手
で
地
域
に
下

り
て
き
て
は
実
態
を
踏
ま
え
な
い
ま
ま
成
果
を
収
め
る
こ
と
な
く
次

か
ら
次
へ
と
過
ぎ
去
っ
て
き
た
。
あ
た
か
も
輸
入
理
論
が
地
域
の
問

題
を
解
決
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
な
き
わ
め
て
浅
薄
な
も
の
で
あ
っ
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た
。
こ
れ
で
は
真
の
地
域
の
発
展
は
望
め
な
い
。
そ
の
場
に
あ
る
も

の
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
を
創
造
し
て
い
く
よ
う
な
地
域
主
義
こ
そ

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
で
生
ま
れ
た
地
元
学
に
も
通

ず
る
も
の
で
あ
り
、
外
部
の
人
間
も
含
め
て
地
域
に
愛
着
を
持
つ
者

た
ち
が
バ
ン
テ
ン
学
、
ス
ン
ダ
学
な
ど
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る＊

８

。
そ
れ
こ
そ
が
真
に
開
か
れ
た
住
民
主
体
の
自
由
型
地

域
主
義
で
あ
り
、
地
域
研
究
者
の
役
割
は
外
部
者
と
し
て
、
あ
る
い

は
内
部
者
と
し
て
こ
う
し
た
地
域
主
義
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
あ

る
。◉

注
＊
１　

自
治
体
新
設
運
動
に
つ
い
て
は
、
岡
本
（2001; 2007

）、
深
尾

（2003

）
お
よ
び N

ordholt and van K
linken eds.

（2007

）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
三
本
の
論
文
な
ど
が
あ
る
。

＊
２　

こ
の
章
に
つ
い
て
は
、
岡
本
（2005: 8-14

）
参
照
。

＊
３　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
六
日
。

＊
４　

ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
三
日
。

＊
５　

ハ
サ
ン
・
ソ
ヒ
ブ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
三
日
。

＊
６　

サ
ム
・
ラ
フ
マ
ッ
ト
（
ゴ
ル
カ
ル
党
州
知
事
選
対
州
支
部
長
）
と

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
日
。

＊
７　

イ
ス
メ
ッ
ト
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ー
ル
（
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
知
事
）
と
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
九
日
。

＊
８　

地
元
学
に
つ
い
て
は
い
く
つ
も
文
献
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
吉
本
哲

朗
（1995; 2000

）
参
照
。

◉
参
考
文
献

岡
本
正
明
（2001

）「
改
革
派
に
転
向
し
た
ス
ハ
ル
ト
期
地
方
エ
リ
ー
ト
た

ち
―
―
バ
ン
テ
ン
州
新
設
の
政
治
過
程
に
焦
点
を
当
て
て
」『
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
』
一
巻
一
号
、 

一
八
六
―
二
一
一
頁
。

　

―
―
（2005

）「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
地
方
政
治
の
活
性
化
と
州
『
総

督
』の
誕
生
―
―
バ
ン
テ
ン
地
方
の
政
治　

一
九
九
八
～
二
〇
〇
三
」『
東

南
ア
ジ
ア
研
究
』
三
四
巻
一
号
、
三
―
二
五
頁
。

　

—
—

（2007

）「
自
治
体
新
設
運
動
と
青
年
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
―
ゴ
ロ
ン

タ
ロ
新
州
設
立
運
動
（
一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
〇
年
）
に
焦
点
を
当
て

て
」『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
四
五
巻
一
号
、
一
三
七
―
一
五
八
頁
。

深
尾
康
夫
（2003

）「
ポ
ス
ト
・
ス
ハ
ル
ト
時
代
地
方
政
治
の
構
図
―
―
リ

ア
ウ
群
島
州
分
立
運
動
の
事
例
か
ら
」
松
井
和
久
編
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
地
方
分
権
化
―
―
分
権
化
を
め
ぐ
る
中
央
・
地
方
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
七
七
―
一
五
八
頁
。

吉
本
哲
朗
（1995

）『
わ
た
し
の
地
元
学
―
―
水
俣
か
ら
の
発
信
』
Ｎ
Ｅ
Ｃ

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
。

　

―
―
（2000

）『
風
に
聞
け
、
土
に
聞
け
―
―
風
と
土
の
地
元
学
』
地
元
学

協
会
事
務
局
。
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